守口市高齢者見守りシール交付事業を開始します！
（旧「くすのき広域連合認知症高齢者見守りQRコード交付事業」令和６年４月から

「くすのき広域連合高齢者徘徊SOSネットワーク利用」）

　認知症で生活機能が衰えている高齢者がひとり暮らしだったり、同居する家族が仕事で外出するなどひとりですごす時間が長かったりすると、本人も家族も不安がつのります。日常生活の中で、健康面や安全面などにおいて、思いがけない異変にも対応できるような見守りの体制づくりをしましょう。

　認知症徘徊対策のため守口市高齢者見守りシール交付事業による「どこシル伝言板」を開始し、認知症の方や家族が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし続けられるよう、地域住民の理解を深め高齢者を地域全体で支える環境をつくります。

どこシル伝言板とは？
あらかじめ登録された高齢者が行方不明になった際に、発見者が衣服等に貼ったQRコード（二次元バーコード）を読み取るだけで、ご家族や市、高齢者徘徊SOSネットワーク協定を結んだ協力者、警察などへメールが配信されます。QRコードの読み取りと、パソコンや携帯電話からアクセスできる伝言板を利用することにより、個人情報を開示することなく、２４時間捜索が可能です。本人に対応する必要な情報をWeb上で家族と共有でき、早期の帰宅につなげるものです。
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•1人当たり30枚（耐洗シール20枚と蓄光シール10枚）を配布【シールサイズ（2.5cm×5.0cm）】
•耐洗シールは、家庭での洗濯や乾燥で200～300回使用可能
•蓄光シールは、杖等に貼って使用
対象者
市内在住の在宅で生活する高齢者の方で、認知症による徘徊症状が見られる、次の各号のいずれかに該当する方。
　1.65歳以上の高齢者
　2.認知症と診断された方
　3.前2号に掲げる方のほか、市長が必要と認める方
申請者
　市内在住の在宅で生活する認知症高齢者等を現に介護する介護者等のうち、次の各号のいずれかに該当する方。　
※いずれも、認知症高齢者等が発見された場合は、介護者等の責任において速やかに保護できる方
　1.認知症高齢者等の親族
　2.認知症高齢者等を支援している介護支援専門員又は地域包括支援センター職員
　3.前3項に掲げる方に準ずると市長が認めた方
申請書等
　➀申請書
　②登録シート
申請書提出先
様式➀②を高齢介護課（市役所３階）に提出ください。
image1.jpeg
i)
ETLEEE
&< DB
BAL—E—





image2.jpeg
FIDEEYOBEF---
EIRDOQRIA—FIC
TOEALTHED

i

AE! BEBLeAD BlEHB e A
W iEor ! HOMpor!

\d
SIS

COBEEREES
RREDHN
RAZENTEEY

N

n

24 wm 3658

FEBEHTNS!

A I THL<

Ry E=d QR O KEHRAHT Y — 9 T~ T OBE





image3.png
x| B s-LETENYILs-h x |4

- o
C @ 774l | z/o02_EeriEiEk/208_RAER%/006%E3%80%80L 7)) (IBQR-SOSKYRT-Y) /IR Y- VRS &AYYTIY-k FOH231213.pdf = 3
= |1 |n a -+ 7 @ A BETEALFE | V Tz v Y BEEE v Q BE | O Bl o ®
=TT Teseas

KBRRT FOMH

@ FOBYUELEYS - (HYE + FOF

FOW  AA000O

S L:25mm X 50mm EHT—Ib:24ammXx45mm

6322
ZOY—MERBOFNI -
IVRTREDH

THEBVfCY—EBYET,
UFOZEEREBESRRIEL,





